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51，522世帯（前月比24世帯増）

162，655人（前月比169人増）

80，924人

81，731人

世帯数

人口

男

女

自転車等駐車場を開設
近鉄大久保駅前

放
置
自
転
車
の
解
消
へ

1
0
月
1
日
か
ら
使
用
（
有
料
）
開
始

市
が
近
鉄
大
久
保
駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
な
ど
を
解
消
す
る
た
め
に
、
同
駅

西
側
の
旦
椋
神
社
境
内
に
建
設
を
進
め
て
い
た
、
市
内
で
二
番
目
の
有
料
自
転

車
等
駐
車
場
が
こ
の
ほ
ど
完
成
。
こ
れ
に
伴
い
、
今
ま
で
ご
利
用
い
た
だ
い
て

い
た
無
料
駐
車
場
も
有
料
化
し
、
十
月
一
日
に
同
時
開
設
し
ま
す
。
定
期
予
約

の
受
け
付
け
は
、
二
十
八
日
か
ら
行
い
ま
す
。
駅
周
辺
部
の
道
路
機
能
を
回
復

す
る
た
め
、
ぜ
ひ
こ
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

近
鉄
大
久
保
駅
前
に
建
設
さ
れ

た
二
つ
の
駐
車
場
は
、
同
駅
西
側

に
以
前
か
ら
設
置
さ
れ
て
い
た
も

の
か
第
一
駐
車
場
、
日
一
椋
神
社
の

境
内
に
新
設
さ
れ
た
も
の
客
思

駐
車
場
と
し
、
有
料
市
営
駐
車
場

と
し
て
は
、
昨
年
二
月
に
京
阪
三

室
戸
駅
前
に
開
設
さ
れ
た
駐
車
場

▼
満
杯
の
大
久
保
駅
前
駐
車
蝸
。
（
1
0
月
1
日
以
後
は
第
1
駐
車
場
に
名
称
変
更
）

に
次
い
で
二
番
目
で
す
。

収
容
台
数
は
第
一
駐
車
場
が
約

四
豆
Ｒ
第
二
駐
車
場
が
約
六
百

五
十
ふ
ｑ
利
用
は
す
べ
て
有
料
で

す
。
十
月
一
日
の
開
設
に
先
立
っ

て
、
定
期
予
約
の
受
け
付
け
か
好

い
未
了
。

有
料
化
で

管
理
・
運
営
を
充
実

市
で
は
、
国
鉄
や
私
鉄
の
駅
周

辺
に
放
置
さ
れ
て
い
る
自
転
車
や

モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
を
解
消
す
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
に
市
内
五
ヵ
所
に

自
転
車
等
駐
車
場
公
設
す
る
一

方
、
街
頭
指
導
や
立
て
看
板
な
ど

に
よ
り
、
啓
狸
詔
夢
進
め
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
放
置
さ
れ
る

自
転
車
や
モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
は
後

Ｌ

ヨ
ー
Ｓ
号
鳳

を
断
ち
ま
せ
ん
。
特
に
、
近
鉄
大

久
保
駅
は
急
行
停
車
駅
の
だ
め
利

用
客
が
多
く
、
同
駅
周
辺
に
は
自

転
車
や
モ
ド
タ
ー
バ
イ
ク
が
数
多

く
放
置
さ
れ
歩
道
通
行
の
妨
げ
に

な
る
な
ど
、
付
近
に
住
な
人
た
ち

に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
ラ
な
状
況
を

解
消
し
、
市
民
委
男
向
上
を
図

る
た
め
、
こ
の
ほ
ａ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
椋
神
社
の

協
力
を
得
て
、
同
神
社
境
内
の

一
部
に
、
市
が
有
料
自
転
車
等
駐

車
場
を
建
設
し
た
も
の
で
す
。
こ

れ
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
無
料
で
開

放
し
て
い
た
大
久
保
駅
西
側
の
無

料
駐
車
場
も
有
料
化
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

駅
周
辺
部
で
の
用
地
確
保
に
は

限
界
が
あ
る
も
の
の
、
増
加
す
る

ド

‐
1
1
1
1
1
1
1

．
い
つ
ま
で
も
お
達
者
で
″

お
祝
い
の
赤
ざ
ふ
と
ん
を
贈
る
池
本
市
長
（
貧
道
第
二
小
学
校
で
）

ご来場を

お待ちしています

去
る
敬
老
の
日
の
十
五
日
に
、
第
一

回
目
の
字
台
市
整
各
が
、
市
内
宇
治

地
域
な
ど
の
お
年
寄
り
を
対
象
に
、
菟

道
第
二
小
学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
出
席
し
た
池
本
市
長
は
、

参
加
さ
れ
た
約
千
一
百
人
の
お
年
寄
り

に
、
ま
ず
長
寿
を
お
祝
い
し
て
あ
い
さ

つ
。
次
い
で
、
め
で
た
ぐ
米
寿
夕
迎
え

ら
れ
た
十
四
人
の
お
年
寄
り
に
、
赤
ざ

ぷ
と
ん
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。
こ
の
あ

と
、
民
謡
や
踊
り
な
戸
ぷ
被
露
さ
れ
、

楽
ト
ぞ
一
日
鷺
賀
」
し
ま
し
た
。

慾
器
の
ふ
礒
の
日
程
は
、
二
十
三

日
に
西
宇
治
中
学
校
、
二
十
四
日
に
東

宇
治
中
学
校
、
三
十
日
に
南
宇
治
中
学

校
、
十
月
七
Ｅ
に
御
蔵
山
小
学
校
で
開

催
。
当
日
は
巡
回
バ
ス
を
運
行
し
津
ｙ
。

詳
し
ぐ
は
、
九
月
十
一
日
発
行
の
市
政

だ
よ
り
を
ｍ
ぐ
だ
さ
い
。

369

自
転
車
や
モ
ー
タ
ー
バ
イ
ク
に
対

処
す
る
た
め
、
市
で
は
駅
周
辺
部

の
駐
車
場
建
設
に
、
積
極
的
に
努

力
し
で
い
季
ｙ
。
そ
し
刄
駐
車

場
の
管
理
運
営
体
制
夕
充
実
さ
せ

る
と
同
時
に
、
周
辺
道
路
の
環
境

づ
く
り
夕
遥
め
る
た
め
に
も
有
料

化
と
し
ま
し
た
。

〈
礒
も
、
駐
車
場
と
し
て
の
一
定

条
件
が
整
っ
た
段
階
で
、
利
用
者

自
ら
の
社
会
的
貴
務
か
果
た
し
て

い
た
だ
ぐ
点
か
ら
も
、
順
次
有
料

化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

未
了
。

2
8
日
か
ら
申
し
込
み
受
け
付
け

こ
の
駐
車
場
は
、
多
く
の
台
数

を
収
容
で
雁
垂
ゐ
で
、
放
置
自

転
車
な
ど
を
解
消
す
る
た
め
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
日
・
：
9
月
2
8
日
廊
1
3
0

駐車料金表，

●近鉄大久保駅前第1自転車等駐車場

才六 自転車 自動二輪車（125ｃ．ｃ以下）

定

期
分

1ヵ月 1，000円 1，500円

3ヵ月 2，800 4，000

6ヵ月 5，・500 8，000

一時預かり分 1回50 1回100

時間外留置 1日50 1日100

日
㈲
、
時
間
は
午
前
8
時
～
午
後

9
時
▼
受
付
場
所
・
：
第
2
駐
車
場

の
管
理
事
務
所
。

な
お
、
詳
し
ぐ
は
交
通
労
政
課

（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

1
1
1
1
1
Ｓ
Ｉ
Ｉ

●近鉄大久保駅前第2自転車等駐車場

才六 自転車 自動二輪車（125ＣＣ以下）

定

期
分

1ヵ月 700円 1，000円

3ヵ月 2，000 2，800

6ヵ月 4，000 5，500

一時預かり分 1回50 1回100

時間外留置 1日50 1日100

ト開設時間…毎年1月4日～12月31日

午前6時半～午後10時半

（第Ｉ・第2駐車場とも）

九
月
二
十
一
日
か
ら
、
秋
の

交
通
安
全
運
動
が
全
国
一
斉
に

行
わ
れ
乖
ｙ
。

本
年
の
一
月
か
ら
八
月
ま
で

に
市
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故

は
四
百
九
十
件
。
昨
年
同
期
よ

左
〈
十
三
件
減

少
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
死
者

数
は
六
人
で
、

四
人
の
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
と
し
は
、

事
故
発
生
件
数

に
対
し
て
、
死

者
数
が
多
い
の

が
特
徴
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、

必
ず
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
や
ヘ
ル
メ

ッ
ト
少
将
用
し
、

気
夕
引
き
締
め

て
運
転
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、

歩
行
者
も
必
ず

交
通
ル
ー
ル
を

▼
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

▼
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進

”
ら
に
期
間
中
、
市
と
早
治

警
察
署
、
お
よ
び
交
通
安
全
対

策
協
議
会
で
は
、
啓
発
活
動
や

交
通
安
全
の
催
し
を
行
い
未
了
。

〈
交
通
安
全
早

朝
啓
も
う
〉

つけようシートベルト

かぶろうヘルメット

守
り
。
事
故
の
無
い
ぶ
つ
に
ご

注
意
ぐ
だ
さ
い
。

市
で
は
、
交
通
安
全
対
策
協

議
心
一
を
中
心
に
、
次
の
三
つ
を

目
標
に
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

▼
歩
行
者
お
よ
び
自
転
車
利
用

者
の
交
通
事
故
防
止

9月21日～30日秋の全国交通安全運動

▼
と
き
・
・
・
9

月
2
1
日
廊
、
午

前
7
購
Ｔ
8

時
半
▼
と
こ
ろ

・
・
・
京
阪
宇
治
・

木
幡
駅
、
近
鉄

大
久
保
・
小
倉

駅
前
。

〈
府
警
音
楽
隊

交
通
安
全
パ
レ

ー
ド
〉▼

と
き
…
9

月
2
1
日
図
、
午

前
1
0
時
～
Ｈ
時

▼
と
こ
ろ
・
：
宇

治
橋
通
り
（
市

役
所
前
4
落

橋
西
詰
）
。

〈
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
街
頭
指

導
〉▼

と
き
・
・
・
9
月
2
7
日
出
、
午

前
1
0
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
市
道

宏
裾
若
森
線
。

（
交
通
労
政
課
）

敬老会

大久保駅前自転車等駐車場
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折
居
台
一
丁
目
に
建
設
中
の

宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
（
文
化

会
館
、
中
央
公
民
館
、
中
央
図

書
館
、
歴
史
資
料
館
）
が
、
十

一
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

そ
こ
で
市
で
は
、
広
く
文
化

会
館
を
ご
活
用
い
た
だ
ぐ
た
め
、

大
ホ
ー
ル
、
小
ホ
ー
ル
な
戸
ゐ

使
用
甲
し
込
み
の
受
廿
可
け
を

始
め
ま
す
。

申
し
込
み
は
先
着
順

印
鑑
が
必
要

▽
申
込
期
間
・
：
9
月
2
7
日
閑
が

ら
♀

た
だ
し
、
申
1
込
み
の
Ｒ
函

ら
ａ
力
月
以
内
の
利
用
日
の

ｉ
い
す
も
入
っ
た
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
（
9
月
1
1
日
）

も
の
ま
で
に
限
り
ま
ず
。

▽
受
付
場
所
と
時
間
・
・
当
分
の

間
は
、
市
9
屏
内
的
宇
治
市

文化会館大・小ホールの使用申し込み

9月27日から受け付け

文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
次
の
と

お
り
驀
料
け
ま
ず
。

●
平
日
＝
午
前
9
時
半
か
ら

文化会館の使用料

臨で、
午蔚 午後 夜関 午前・午後午後・夜間全日

午前9時から£午まて
午後1時から

午後5時まで

午後6時から

午後1時まで

午1）9時から

午後5時まで

午後1時から

午劃｛跨まで

午腕9時から

午後ｉｄ時まで

文

化

会

館

大ホ

｜ル

平日
円22，000 円38，000円45，000 円54，000 円75，000円95，00）

土曜Ｂ・日嘔日及び祝日
26．00045，00054，00064，00Ｃ89，000113．000

小ホ

1ル

平日 9．00015，00018，00（22，00030，00038．000
土曜日■日曜日及ぴ祝日

10，00018．00021，（Ｘ025，00035，00044，000

楽屋一

大ホ

1ル－

1 300 500 600 700 1，000 1．300

2 400 600 80） 900 1，300 1，600

3 700 1，3001，500 1，800 2，500 3，200

4 800 1，300 1，6001，900 2，600 3，300

7

－

5 700 1．300 1，5（Ｘ1．800 2，500 3，200

6 600 1，000 1，2001，400 2，00）2，500

練

習

室

1 600 1，100 1，3001，500 2．200 2，700

2 1，500 2，500 3，00）3，600 5，000 6，300

3 900 1，500 1，8002，200 3，000 3，800

4 900 1，500 1，800 2，2003，000 3，800

控窒 200 300 40） 500 600 800

リハーサル室 3，0005，100 6．1007，30010，10012，800

午
後
ｔ
時
半
ま
で

・
土
曜
日
―
午
前
9
時
半
か

ら
1
1
時
半
Ｗ
ｐ

な
お
、
申
し
込
み
時
に
、
団

体
ま
た
は
代
表
者
の
印
鑑
が

必
要
で
す
。
申
Ｌ
込
み
は
・
先

着
順
で
す
が
、
申
し
込
み
か

同
時
で
、
使
用
Ｅ
時
が
重
な

っ
た
場
合
に
は
、
抽
選
な
ど

の
方
法
に
よ
り
決
定
し
示
ｙ
。

▽
使
用
料
・
：
右
表
の
と
お
り
で

す
。
な
お
、
こ
の
外
、
付
属

設
備
を
使
用
さ
れ
る
場
合
は

使
用
料
が
い
り
未
了
。

▽
問
い
‘
Ｂ
せ
・
：
㈱
宇
治
市
文

化
セ
ン
タ
ー
（
豊
⑩
3
1
4

1
）
へ
。

（
騎
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
）

9
月
2
3
日
3
会
場
で

笙
ハ
凰
Ｍ
ｓ
＾
Ｅ
＾
＾
Ａ
Ｍ
＊
ｖ
ぐ

り
文
化
祭
が
、
九
月
二
十
三
日
に

三
室
戸
・
菟
道
第
二
・
伊
勢
田
小

学
校
の
三
会
場
で
開
か
れ
ま
す
。

こ
の
文
化
祭
は
、
児
童
－
ｍ

の
制
作
に
よ
る
、
自
主
的
で
創
造

性
豊
か
な
作
品
を
一
堂
に
展
示
ず

る
こ
と
か
遥
じ
て
、
地
域
・
学
校

か
超
え
た
交
流
を
図
ひ
、
青
少
年

の
文
化
匹
動
の
推
進
と
健
全
育
成

牽
9
孚
も
の
で
す
。

各
会
場
で
は
、
作
品
展
示
、
人

形
劇
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
な
ど
の
グ

ル
ー
プ
発
表
の
ほ
か
、
映
固
や
ク

ラ
フ
ト
な
戸
盛
り
だ
ぐ
さ
ん
の
催

し
が
あ
り
未
了
。
親
子
で
、
友
だ

ち
同
士
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

実
行
委
員
会
で
は
、
一
人
で
作

グ
ル
ー
プ
発
表
や
作
品
を
展
示

つ
た
作
品
や
グ
ル
ー
プ
で
作
っ
た

作
品
な
ど
多
く
の
出
品
を
お
待
ち

し
て
い
ま
ず
。

催し予定表

作
品
の
驀
扮
け

▲グループ発表する子どもたち（昨年の子ども

手づくり文化祭）

は
、
当
日
の
午
前
八
時
か
ら
九
時

ま
で
会
場
で
行
い
求
ぷ
、
大
き

な
作
品
な
芦
ほ
前
日
に
乖
〈
で
き

ま
ｙ
。
ご
希
望
の
人
は
、
社
会
教

育
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
ま
で
お

問
い
合
幻
鴬
ぐ
だ
さ
い
。

（
襲
薮
育
課
）

1

ｆ

令1

蛸 プログラム 発表の部の出演団体

一一一

室

戸

小

学

校

発表

9：00－11：30

クラフト

12：30－14：30

映画

14：30－16：00

東宇治中学校（有志）劇，宇治小学校金管

バンド，宇治育成学級人形劇、三室戸育

成学級合唱、人形劇団赤いふうせん、木

幡中学校ブラスバンド

菟道

第一一

小学

校

映画

9：00～10：30

発表

10：30～正午

クラフト

13：00－16：00

神明育成学級児童劇、差違第二育成学級

チアガール、西大久保小学校リコーダ、

宇治中学校プラスバンド、市民吹奏楽団

伊勢

田小

学校

発表

9：00－12：30

映画

13：10－14：40

クラフト

14：40－16：00

伊勢田小学校金管バンド、南小倉小学校

金管バンド、横島小学校金管バンド、北

小倉育成学級人形劇．小倉子供人形劇団

北小倉小学校音楽クラブ合奏、西小倉小

学校音楽クラブ合唱、西小倉中学校プラ

スバンド、小倉小学校トランペット数隊

小倉小学校合唱合奏クラブ

宇治市文化センター

開館記念事業

入場券は21日から発売

1
市
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
十
一
月
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
が
、
こ
れ
に
先
駆
け
て

開
館
記
念
事
業
（
左
表
）
の
入
場
券
を
二

十
一
日
か
ら
発
売
し
ま
ず
。
多
数
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
哭
入
場
券
の
発

売
所
は
、
次
の
と
お
り
で
Ｋ

▼
壁
落
市
文
化
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所

内
）
・
宏
届
完
襲
一
一
（
各
寥
き
売
場
）

・
松
下
時
計
店
（
大
開
マ
ー
ケ
″
ト
裏
）
・

荒
木
書
店
（
近
鉄
大
久
保
駅
東
）
・
小
山

瑞
泉
堂
（
西
岸
治
高
校
附
近
）
・
。
ウ
サ
ギ

堂
（
近
鉄
小
倉
駅
前
）
・
あ
た
り
や
（
紫
ヶ

丘
団
楠
始
）
・
黄
聚
薬
局
（
宇
治
小
学

校
西
）
・
ジ
ン
ノ
書
店
（
京
阪
木
幡
駅
西
）

・
岩
田
書
店
（
御
蔵
山
商
店
街
）
・
早
治

書
店
（
至
裾
通
商
店
街
）
・
高
島
屋
京

都
店
（
四
条
河
原
町
）
・
京
都
音
協
（
三

条
河
原
町
）
。
（
壁
画
市
文
化
セ
ン
タ
ー
）

開館記念事業のご案内
アルトウール・モレイラ＝リマ

ピアノＩけイタル～シ，パンを弾く～

「ワルツＩＩ番Ｊｒスケルツォ全ｔｉｌ」ほか

11／6ｗｏ

18：30

大，ｔ＞ール

≫売ｉｓ大Ａ．ｉ．ｏ円ｉ，轜円

申高ｔｉ，囃ｎ］．ｍ円小以下ｓ円鴎円ｉ

宇治市民寄席

第一部／漫才■講談第二部／桂春団洽一門会

11／96

18：30

大ホール

前売1．000円

当日1．200円

日本民謡の祭典

嚢●京子・岸千恵子・轟綸キョ子ＩＪか多亀

司會＝ｉｉｉ村淳

1Ｉ／11（Ｂ

ｕ：ｏｏＫ迦

大ホール

全席指定

前充当日

2，50（円2，800ｎ

ゎたぽうし宇治コンサート

11／11（ョ）

13：30

小ホール
500円

●演歌の真髄をたっぷりと…

八代亜紀ショー

ｌｌ／Ｈ田

ｕ：00ｍｉｘ

大ホール

全席指定Ａ4，00）円

Ｂ3，000円
・ＤＪ．ＣＭなどに幅広く活灘する注目の

秋本奈緒英ＪａｚｚＣｏｎｃｅｒｔ．

ＩｎＵＪＩ

Ｗ／Ｕ飼

18：30

大ホール

全席指定

前売ａ日

2，30刈2，500Ｂ

お問い合わせは恥宇治市文化センター00774（22）3141

370

予約受け付け中
一一一一一一一一

万
一
に
備
え
て
加
入
を

万
一
の
交
通
事
故
や
火
災
に
備
え
る
交
通

災
害
・
火
災
共
済
制
度
。
あ
な
た
は
、
も
う

加
入
い
た
だ
き
ま
し
た
か
。
現
在
、
町
内
会

・
自
治
会
を
通
じ
て
加
入
受
け
付
け
中
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

不
幸
に
し
て
交
通
事
故
や
火
災

に
遭
っ
た
と
き
、
市
民
が
互
い
に

助
け
合
っ
て
い
こ
う
と
、
交
通
災

害
共
済
が
昭
和
四
十
二
壬
八
月
、

火
災
共
済
が
五
十
八
年
十
二
月
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

現
在
、
五
十
九
年
度
（
共
済
期

安全はみんなの願い

間
五
十
九
年
十
二
月
一
日
か
息
八

十
年
十
一
月
三
十
日
）
分
の
一
斉

予
約
受
け
付
け
中
で
す
。
本
年
か

ら
は
、
火
災
共
済
も
町
内
心
一
、
自

治
会
の
ご
協
力
を
得
て
、
同
時
に

お
申
し
込
み
い
た
だ
フ
ヂ
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
加
入
を

お
願
い
し
示
す
。

両
共
済
同
時
に

加
入
で
き
ま
す

■
共
済
会
費
・
・
・
交
通
災
害
共
済
は

一
人
年
額
五
百
円
、
火
災
共
済

は
一
世
帯
一
口
五
百
円
で
二
口

ま
で
加
入
で
雁
垂
ｙ
。

■
申
し
込
み
方
法
・
・
・
次
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
お
申
し
込
み
ぐ
だ

さ
い
①
町
内
：
＜
Ｒ
－
ｆ
Ｍ
5
＜
Ｋ
Ｍ
Ｓ

じ
て
加
入
（
十
一
月
十
日
ま
で
）

②
市
内
各
銀
行
、
信
用
金
庫
、

農
業
協
同
鰻
Ｒ
相
互
銀
行
の

本
、
支
店
お
よ
び
出
張
所
の
窓

口
で
加
入
③
市
役
所
交
通
労
政

課
の
窓
口
で
加
入
。

圃
見
舞
金
・
：
交
通
災
害
共
済
1
障

害
の
程
度
に
よ
旦
万
円
か
ら

百
五
十
万
円
ま
1
火
災
共
済

Ｌ
被
害
の
程
度
に
よ
旦
万
円

か
ら
五
十
万
円
（
一
口
の
握
・
）

ま
で
支
給
。

■
問
毀
Ｂ
せ
・
・
・
市
9
所
交
通
労

政
課
（
公
⑩
Ｉ
1
4
1
）
へ
。

（
交
通
労
政
課
）

戻
を
含
む
）

－ － －－ －－ －一 － ∽

ｒ’
・

放
火
に
ご
注
意

〝
ス
キ
〟
つ
く
ら
な
い
環
境
づ
く
り
を

全
国
的
に
放
火
（
疑
い
本
市
で
も
例
外
で
な
ぐ
、
こ
と
し

に
よ
る
火
災
が
増
加
。

一
に
入
っ
て
発
生
し
た
火
災
四
十
三

ｌ
ａ
ａ
－
―
―
―
―
－
1
1
1
1
1
1
－
1
1
1
ｓ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
自
－
－
―
－
ｓ
ｓ
Ｉ
Ｉ

｀

－ －一 一 ・ ・ 一 － 一 一

－ － 一 二一 － ニ－ ・ ミ ーｔ．．．．．．．．．．．．－－－

件
の
ラ
ち
十
三
件
が
放
火
（
疑
い

を
含
む
）
に
よ
る
も
の
で
、
火
災

原
因
の
ト
″
プ
に
な
っ
て
い
車
ｙ
。

放
火
を
無
ぐ
す
な
の
に
は
、
第

一
に
放
火
さ
れ
る
。
ス
キ
‘
を
つ

く
ら
な
い
ご
ど
な
ハ
切
で
す
。
そ

こ
で
、
次
の
点
に
注
意
し
、
放
火

さ
れ
な
い
環
褐
つ
く
り
牽
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

◇

▽
家
の
周
り
は
整
理
し
、
燃
λ
や

す
い
も
の
登
臨
か
な
い
。

▽
家
濫
汚
る
と
き
は
、
折
所
に

よ
く
頼
ん
で
お
く
。

▽
使
っ
て
い
な
い
建
物
は
、
必
ず

カ
ギ
登
掛
け
て
お
く
。（

消
防
本
部
）

交通災害共済・火災共

済

子
ど
も
手
づ
く
り
文
化
祭
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解
放
文
化
祭

＝
躍
動
あ
る

地
域
活
動
を
め
ざ
し
て
＝

9
月
2
2
・
2
3
日
木
幡
河
原
隣
保
館
で

第
九
回
解
放
文
化
祭
（
同
実
行

委
員
会
主
催
）
が
、
九
月
二
十
二

日
と
二
十
三
日
（
い
ず
れ
も
午
前

十
時
か
ら
午
後
四
時
）
に
木
幡
河

原
隣
保
館
で
開
か
れ
ま
す
。

今
回
は
、
「
躍
動
あ
る
地
域
活
動

牽
め
ざ
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
部

落
差
別
の
実
態
を
一
人
で
も
多
く

個
人
住
民
税
の
納
税
方
法
に

は
、
普
通
徴
収
と
特
別
徴
収
の

二
種
類
が
あ
り
毒
了
。

普通徴収のしくみ（Ａ表）

の
市
民
に
理
解
し
て
い
た
だ
こ
う

と
、
人
権
パ
ネ
ル
が
多
数
展
示
さ

れ
ま
ず
。

今
日
の
社
会
で
も
数
多
く
の
人

権
が
侵
さ
れ
て
お
り
、
人
権
が
尊

重
さ
れ
な
い
社
会
は
、
真
の
民
主

主
義
襲
苫
は
言
え
ま
せ
ん
。
実

行
委
員
会
で
は
、
「
ぜ
ぴ
、
あ
な
た

▲親子で息の合ったハーモ二－（昨年の解放文化祭）

〈
普
通
徴
収
〉

事
業
や
自
営
業
な
ど
を
営
ん

で
い
る
人
が
対
象
で
す
。
毎
年

六
月
に
市
璧
聊
か
ら
お
届
け
す

る
納
税
通
知
書
に
よ
り
、
通
常

六
月
、
八
月
、
十
月
、
翌
年
の
一

月
の
四
回
の
納
期
に
分
け
て
納

個人住民税

パート

自
ｍ
ｊ
ｎ
覧
い
た
だ
き
、
人
権
に

つ
い
て
深
ぐ
考
え
て
欲
し
い
」
と

呼
び
掛
け
て
い
ま
ず
。

こ
の
ほ
か
、
「
ま
つ
り
の
ひ
λ
ぼ
」

で
は
、
劇
火
晏
な
ど
の
催
し
物
、

模
擬
店
な
ぷ
甫
誓
瓦
て
い
ま

す
。一

人
ひ
と
り
の
人
権
が
六
切
に

さ
れ
、
差
別
の
無
い
社
会
を
築
く

た
め
に
、
ま
た
、
同
和
問
題
を
考
え

る
機
会
と
し
て
、
ぜ
ひ
解
放
文
化

祭
に
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。
詳
ト
ど

は
木
幡
河
原
隣
保
館
（
豊
⑩
1
5

4
6
）
へ
お
問
い
〈
Ｂ
せ
ぐ
だ
さ

い
。

（
社
会
教
育
課
・

館
）

木
幡
河
原
隣
保

お
知
ら
せ

風
し
ん
予
防
接
種

▼
と
き
・
：
9
月
2
8
日
宙
、
午
後

2
時
ｙ
3
時
半
▼
と
こ
ろ
…
保
健

医
療
セ
ン
タ
ー
二
階
▼
対
象
・
：
中

十
一
日
ま
で
に
特
別
徴
収
税
額

通
知
書
を
送
付
し
示
す
。
特
別

徴
収
義
務
者
で
あ
る
給
与
支
払

者
は
、
給
与
所
得
者
個
人
の
税

額
に
応
じ
て
天
引
き
し
て
納
税

し
示
ｙ
。
こ
の
税
額
は
、
六
月

か
ら
翌
年
の
五
月
ま
で
を
一
年

学
校
2
・
3
年
生
の
女
子
で
、
学

校
な
温
遥
経
翠
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
人
（
た
だ
し
、
今
ま
で
に
風

兄
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
人

は
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）
。

（
保
健
予
防
課
）

絵
本
の
作
り
方
講
座

お
も
ち
や
図
書
館
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
養
成
夕
ら
的
と
し
て
、
紙
の

絵
本
の
作
り
方
講
座
を
開
孝
示
ｙ
。

▼
と
き
…
1
0
月
5
日
、
1
2
日
、

1
9
日
、
Ｈ
月
2
日
、
い
ず
れ
も
午

前
1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治

市
総
合
福
祉
会
館
▼
講
師
…
手
づ

く
口
お
も
ち
や
研
究
家
、
玉
岡
美

智
子
さ
ん
▼
参
加
料
・
：
五
百
円

（
材
料
費
）
▼
定
員
：
3
0
人
（
先
着

順
）
▼
申
し
込
み
・
・
・
社
会
福
祉
協

蓉
（
萱
管
6
5
0
）
へ
。

（
襲
福
祉
協
議
会
）

「
京
焼
の
里
」
炭
山
ツ
ア
ー

京
焼
の
里
炭
山
で
、
陶
芸
と
本

茶
染
め
か
薬
し
み
、
昼
食
に
は
シ

イ
タ
ケ
ご
飯
を
味
り
つ
バ
ス
ツ
ア

ー
で
す
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
・
狗
月
2
1
日
面
、
午
前

9
時
半
、
1
0
時
半
、
Ｈ
時
半
の
3
回

に
分
け
て
出
発
（
雨
天
決
行
）
▼

集
合
場
所
・
・
・
京
阪
宇
治
駅
前
▼
定

員
・
：
先
着
1
0
0
人
▼
参
加
料
・
・
大
人

は
普
通
徴
収
に
よ
紅
納
税
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。
た
だ
し
、
次

の
場
合
は
、
そ
の
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん
。

▼
そ
の
退
職
者
が
、
事
業
所
な

ど
に
再
就
職
を
し
、
引
き
続

き
特
別
徴
収
に
よ
趾
ｍ
税
す

自
営
業
は
普
通
徴
収
で

め
て
い
た
だ
き
季
ｙ
。

こ
の
普
通
徴
収
の
し
ぐ
み
を

図
で
表
わ
す
と
、
上
の
Ａ
表
の

ぷ
つ
に
な
り
未
了
。

〈
特
別
徴
収
〉

給
与
所
得
者
が
対
象
で
す
。

市
役
所
か
ら
給
与
支
払
者
（
事

業
所
な
ど
）
に
、
毎
年
五
月
三

と
し
て
討
算
さ
れ
て
い
ま
ず
。

こ
の
特
別
徴
収
の
し
ぐ
み
を

図
で
表
わ
す
と
、
右
下
の
Ｂ
表

の
ぷ
つ
に
な
り
ま
ず
。

ま
た
、
毎
月
の
給
与
か
ら
住

民
税
を
特
別
徴
収
に
よ
ひ
納
税

し
て
い
た
人
が
退
職
し
た
握
つ

は
、
そ
の
翌
月
以
降
の
住
民
税

る
こ
と
を
申
し
出
た
場
合
。

▼
六
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
に
退
職
し
た

人
で
、
残
り
の
税
額
を
一
括

納
付
す
る
た
め
、
退
職
金
な

芦
示
ら
の
特
別
徴
収
を
申
し

出
た
場
合
。

▼
一
月
一
日
か
ら
四
月
三
十
日

特別徴収のしくみ（Ｂ表）

お買い物のめやす
消費者物価20（9
月分）

この公表価格は，9月初めに実施した消費生活モニ

ター店頭価格調査に基づくものです。（商工観光課）

品目 規格 平均価格
価格≪況

最高ａ格最低価格対前月比

灯油
18ｅ店頭 1・4ａ0％1．5301．420

ｗｅ配達 1．5120．91，6301．440

ガソリン
レギュラー1ｉ現金売り

145 2．1 155 133
テイッシュペーノ4－400枚入ｌ楠

Ｉク’）ネッタス・スコッテ4）153 2．7 168 100
台所用ラップ

サランラップ30ｃｍＸ20ｍ216▲1．8 238 168
アルミホイル

25ｃｍＸ8ｍ 159 4．6 188 108

シｒンプー液体ポリ容器220ＣＣ花王エッセンシャル
235▲0．4 290 230

洗濯用粉石けん
2．4ｋｇ 884 0．8 980 780

牛肉
すきやき用中程度ｌＯＯｇ

379 6．8 420 255

塩ｉけ 切身100ｇ 294 2．8 400 160
バレイショ 男爵ｌＯＯｇ 25 410．7 32 19

キャベツ中玉約ｌｋｌ 150 2．0 250 98

鶏卵
Ｍサイズバック入ｌＯ個

199 10．6215 158

食用油 日清サラダ油瓶入1．650ｇ698 0． 90） 520

しよう油
キッコーマン濃口瓶入2≪

537 0．4 580 515

砂糖 上白Ｉｋｇ 264 8．6 28）238

小麦粉
日清小麦粉フラワー
1ｋｇ（Ｉ≫力粉） 203▲1．4 231 158

インスタント

コーヒー ネスカフェ黒ラベル瓶入150ｇ983 0．41．100 888

みそ タヶヤミソｌｋｆ324▲2．4 378 258

食ノ｛ン
普通品1斤

（スライスしたもの） 162▲1．2 180 145

洗濯代
ワイシャツ白の長そで

143▲0．7180 120
▲印は減

宇治市公民館のお知らせ

児
童
文
学
講
演
会

新
美
南
吉
の
世
界
を
、
児
童
文
学
の
近
代
古
典
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
を
通
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
空
手
］
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
ず
。
▼
と
き
…
1
0
月
4
日
内
午
前
1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
市
公
民
館
▼
講
師
↓
ハ
谷
大
学
助
教
授
、
斎
藤
寿
始
子
”
ん
▼
参
加
・
・
・
直
接
心
一
場
へ
▼
保
育
・
・
・
2
歳
以
上
の
幼
児
か
巧
人
ま
で
保
育
し
康
す
。
宇
治
市
公
民
館
へ
電
話
か
来
館
で
申
し
込
み
欠
お
や
つ
代
と
し
て
五
十
円
が
必
要
で
す
。

人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加
団
体
を
募
集

人
形
劇
グ
ル
ー
プ
が
交
流
し
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
夕
発
表
見
回
ま
し
ょ
う
。
市
内
慨
活
卯
瓦
て
い
る
お
母
さ
ん
や
子
μ
石
た
ち
、
職
場
、
地
域
な
ど
の
人
形
劇
グ
ル
ー
プ
の
参
加
を
待
っ
て
い
未
了
。
▼
問
い
令
幻
せ
・
申
し
込
み
・
：
1
0
月
4
日
團
ま
で
に
思
量
公
民
館
へ
▼
準
備
会
…
第
1
回
λ
…
一
月
6
日
出
、
午
後
1
時
か
ら
宇
治
市
公
民
館
で
。

所
」
に
改
め
ら
れ
、
取
り
扱
い
事

務
が
一
部
罪
幻
り
ま
す
。
詳
し
ぐ

は
、
大
蔵
省
近
畿
財
務
局
京
都
財

務
部
総
務
課
（
公
0
7
5
ｍ
4
1

3
1
）
へ
。
（
大
蔵
省
近
畿
財
務
局
）

太
極
拳
体
操
教
室

▼
と
き
…
1
0
月
1
日
側
か
ら
6

ヵ
月
間
、
毎
週
月
曜
日
午
後
7
時

―
Ｏ
）
時
▼
と
こ
ろ
・
・
中
治
労
働
セ

な
お
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

1
1
月
2
5
Ｅ
午
眼
か
宮
落
市
公

民
館
で
開
き
柔
ｙ
。

宇
治
市
公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

版
画
・
絵
画
の
力
作
展
示

宇
治
市
公
民
館
が
七
月
か
ら

行
っ
て
き
た
、
市
民
ア
ト
リ
エ

「
版
国
教
ぎ
と
「
絵
国
教
屏

の
受
講
生
の
作
品
忿
展
示
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

▼
内
容
と
日
時
・
：
（
…
）
版
画
教

室
受
講
生
作
品
展
（
風
景
、
静

物
な
ど
の
多
色
刷
息
箇
）
＝

2
4
日
（
ｕ
9
）
ま
で
開
催
中
（
…
）
絵

画
教
室
受
講
生
作
品
展

‘ （
静
物
、

人
物
な
ど
の
油
絵
）
＝
9
月
2
7

日
Ｓ
－
2
0
月
ｏ
日
励
、
時
間
は

い
ず
れ
も
午
前
9
時
～
午
後
7

時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
市
公
民
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
宇
治
市
公
民
館

一
階
玄
関
横
）
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

宇
治
市
公
民
館
で
は
、
市
民

の
皆
≪
＞
＜
？
の
自
由
な
学
習
、
文

化
活
動
の
発
表
と
交
流
の
場
と

し
て
、
宇
治
市
公
民
館
ギ
ャ
ラ

リ
ー
を
開
設
し
て
い
卓
子
。

地
域
や
職
場
な
ど
で
日
ご
ろ

活
動
さ
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
や

サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
展
示
利
用
期
間
・
・
・
Ｉ
グ
ル

ー
プ
2
週
間
以
内
で
、
時
間
は

午
前
9
時
Ｉ
午
後
7
時
▼
使
用

料
・
：
無
料
▼
問
い
〈
Ｂ
せ
・
申

し
込
み
…
宇
治
市
公
民
館
へ
。

な
お
、
個
人
や
営
利
団
体
、

営
利
に
関
す
る
発
表
に
は
利
用

で
’
＊
＞
≪
ｔ
）
ん
。

ツ
ル
メ
ン
ト
▼
内
容
・
・
・
簡
化
太
極

拳
▼
講
師
・
・
・
宇
治
市
太
極
拳
協
会

会
員
▼
参
加
料
…
月
額
千
円
（
資

料
代
実
費
）
▼
定
貝
・
・
・
4
0
人
▼
服
装

・
：
軽
装
（
女
性
は
ズ
ボ
ン
着
用
）
、

運
動
靴
持
参
▼
申
し
込
み
…
宇
治

労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
豊
0
2
3

1
5
）
へ
▼
主
催
・
・
・
宇
治
労
働
セ

ツ
ル
メ
ン
ト
運
営
協
議
会
・
宇
治

市
太
極
拳
協
会
。
（
交
通
労
政
課
）

371

二
千
円
、
幼
児
千
五
百
円
（
昼
食
、

土
産
付
き
、
た
だ
し
一
只
焼
の
焼
き

代
は
別
に
必
要
）
▼
問
い
合
わ
せ
・

申
し
込
み
・
：
宇
治
観
光
協
会
（
0

の
ｃ
ｒ
ｘ
ｎ
ｍ
4
）
へ
。

当
日
、
生
シ
イ
タ
ケ
や
野
菜
、

陶
器
の
即
売
も
あ
り
毒
司

（
商
工
観
光
課
）

仲
間
を
広
げ
よ
う

や
ま
ぶ
き
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ
ス

や
ま
ぷ
き
学
級
（
宇
治
市
心
身

障
害
者
教
室
）
の
事
業
の
一
つ
と

し
て
、
や
ま
ぶ
き
コ
ー
ヒ
ー
ハ
ウ

ス
を
開
孝
示
ｙ
。
人
と
人
と
の
出

合
い
や
触
れ
合
い
を
求
め
て
、
気

軽
な
喫
茶
室
に
な
る
こ
と
を
の
ざ

ま
刄
陥
に
趾
ｒ
だ
人
（
こ

の
場
合
は
、
本
人
の
申
し
出

が
な
く
て
も
、
残
税
額
は
退

職
金
な
芦
か
ら
特
別
徴
収
さ

れ
未
了
。
た
だ
し
、
退
職
後

再
就
職
に
よ
り
特
別
徴
収
で

き
る
場
合
は
除
く
）
。吊

民
税
課
）

し
て
い
康
司
参
加
は
自
由
で
す
。

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
越
1
こ

だ
さ
い
。

▼
と
き
…
9
月
3
0
Ｅ
聞
、
午
後

Ｌ
時
～
4
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
市

総
合
福
祉
会
館
▼
対
象
・
・
・
学
校
を

卒
業
に
洸
市
内
在
住
の
障
害
者
と
、

み
ん
な
匹
緒
に
活
動
か
希
望
ず

る
人
▼
問
い
合
わ
せ
・
・
・
社
会
教
育

課
（
ａ
⑩
3
1
4
1
）
ま
で
。

（
社
会
教
育
課
）

軟
式
テ
ニ
ス
教
室

テ
ニ
ス
か
始
め
ま
せ
ん
か
。

▼
～
・
・
・
1
0
月
7
日
～
2
8
日
ま

で
の
毎
週
土
・
日
曜
日
、
7
日
間
、

午
零
瓜
Ｔ
5
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
黄

梨
公
園
コ
ー
ト
▼
対
象
・
：
高
校
生

以
上
▼
定
員
・
：
6
0
人
▼
参
加
料
…

五
百
円
▼
問
監
お
せ
・
申
し
込

み
・
・
・
市
民
体
育
課
（
豊
⑩
1
1
4

1
）
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

1
0
月
か
ら
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
養
成
講
習
会
（
中
級
）

介
護
技
術
指
導
訓
練
の
一
環
と

し
て
、
中
級
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ボ
ラ

ン
テ
″
ア
養
成
講
習
会
を
開
ｉ
ｍ
。

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
・
・
1
0
月
2
日
、
3
0
日
、

Ｈ
月
1
3
日
、
1
7
日
、
ｐ
一
月
5
日
、

］
Ｈ
日
、
6
0
年
1
月
1
6
日
、
。
2
2
日
、

2
月
5
日
、
1
9
日
の
全
1
0
回
、
午

前
1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
総
合

▲仲間を育てるやまぷきコーヒーハウス（Ｓ吽ｌ2月）

福
祉
会
館
▼
対
乖
・
・
初
級
講
習
心
一

タ
終
了
し
た
人
ま
た
は
、
同
等
程

度
の
実
力
が
あ
る
人
▼
費
用
…
無

料
▼
講
師
・
・
・
藤
谷
昭
子
さ
ん
▼
申

し
込
み
期
間
・
：
9
月
2
1
日
か
ら
2
9

日
ま
で
▼
問
と
Ｂ
せ
・
申
し
込

み
先
・
・
・
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
バ
ン
ク
（
ａ
⑩
5
6
5
4
）

へ
。
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

高
齢
者
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル
大
会

▼
と
き
・
・
・
1
0
月
2
8
日
㈲
、
午
前

9
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
太
陽
が
丘

球
技
場
Ａ
▼
参
加
資
格
・
：
市
内
在

住
の
6
0
歳
以
上
の
人
で
編
成
さ
れ

た
チ
ー
ム
（
男
女
混
成
チ
ー
ム
は

不
可
）
▼
申
し
込
み
・
・
・
1
0
月
1
日

ま
で
に
市
民
体
育
課
（
豊
⑩
一
－

4
1
）
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

府
立
高
校

体
育
施
設
の
開
放

▼
開
放
施
設
と
月
日
・
：
④
城
南

高
校
（
豊
⑥
6
1
6
5
）
屋
外
運

動
場
・
屋
外
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー

ド
1
0
月
1
0
日
、
2
8
日
、
Ｈ
月
4

日
、
Ｈ
日
ｅ
東
宇
治
高
校
（
豊
⑩

6
3
9
0
）
屋
外
運
動
場
ふ

2
8
日
、
6
0
年
3
月
1
0
日
、
屋
外
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
＝
1
0
月
2
8
日
、
Ｈ
月

3
日
、
1
2
月
9
日
、
6
0
年
2
月
Ｈ

日
（
…
）
西
宇
治
高
校
（
豊
⑩
5
0
3

0
）
屋
外
運
動
場
＝
1
2
月
9
日
、

6
0
年
3
月
3
日
、
1
0
日
、
屋
外
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
・
屋
外
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
＝
1
2
月
2
日
、
1
6
日
、

2
3
日
▼
利
用
で
き
る
団
体
…
ス
ポ

ー
ツ
活
動
を
目
的
と
し
た
成
人
を

責
任
者
と
す
る
1
0
人
以
上
の
団
体

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…
利

用
す
る
学
校
の
学
校
開
放
運
営
委

員
心
一
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

大
蔵
省
近
畿
財
務
局

京
都
財
務
部
が
機
構
改
革

1
0
月
1
日
か
ら
夭
蔵
省
近
畿
財

務
局
の
「
京
都
財
務
部
」
は
、
機

構
改
革
に
よ
り
「
京
都
財
務
事
務

税を知る⑤

在
宅
障
害
者
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス

○宇治市公民館．j・宇治里尻71の
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退職者医療制度が発足

10月1日力ヽら

こ
の
ほ
ど
、
国
会
で
国
民
健
康
保
険
法
が
改
正
。
国
民
健
康
保

険
の
加
入
者
で
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
な
ど
か
ら
年
金
を
受

け
て
い
る
人
と
、
そ
の
扶
養
家
族
を
対
象
に
、
「
退
職
者
医
療
制
度
」

が
十
月
一
日
か
ら
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
あ
ら
ま

し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
（
保
険
年
金
課
）

該
当
届
け
出
2
5
日
か
ら

国
民
健
康
保
険
（
通
称
「
国
保
」

と
い
う
）
の
加
入
者
で
、
長
い
間
、

会
社
究
所
に
勤
め
た
後
、
厚
生

年
金
保
険
や
共
済
組
合
、
船
員
保

険
な
芦
か
星
仝
を
も
ら
っ
て
い

る
人
と
そ
の
扶
養
家
族
が
、
七
十

歳
（
六
十
五
歳
以
上
の
寝
た
き
り

参
人
を
含
む
）
に
な
っ
て
老
人
保

健
に
移
る
ま
で
は
、
退
職
者
医
療

制
度
の
該
当
者
に
な
り
未
了
。

こ
の
制
度
の
該
当
者
が
医
療
機

関
で
受
診
し
た
握
に
、
一
部
負
担

金
と
し
て
今
ま
で
三
割
の
支
払
い

が
必
要
で
し
た
が
、
。
こ
の
負
担
が

軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
ず
。

な
お
、
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

従
来
と
同
じ
で
す
。

国
保
財
政
の

負
担
を
緩
和

現
在
の
医
療
保
険
制
度
で
は
、

ト
国
保
制
度
の
不
合
理
是
正
へ
1
0
月
1
日
か
ら
「
退
職
者
医
療
制
度
」
が
発
足

会
社
や
役
所
な
ど
に
勤
め
て
い
る

問
は
、
職
場
の
保
険
に
加
入
し
、

退
職
し
た
後
は
国
保
に
加
入
す
る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
若
い
元
気
な
間
は

給
付
割
合
の
高
い
職
場
の
保
険
に

退
職
者
医
療
制
度

被
保
険
者
に
な
る
人

次
の
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る

人
が
退
職
被
保
険
者
と
な
り
毒
了
。

帥
市
町
村
の
国
民
健
康
保
険
の
加

入
者
。

印
主
に
次
の
年
金
制
度
か
ら
年
金

の
給
付
を
営
に
て
い
る
人
で
、

年
金
保
険
の
被
保
険
者
等
で
あ

っ
た
期
間
が
原
則
と
し
て
二
十

年
以
上
で
あ
る
か
、
ま
た
は
四

十
歳
以
後
の
加
入
期
間
が
十
年

以
上
の
人
。
た
だ
し
、
若
年
を

理
由
と
し
て
、
支
給
停
止
か
曼

け
て
い
る
人
は
該
当
者
に
な
れ

ま
せ
ん
。

㈹
老
人
保
健
の
適
用
か
受
け
て
い

加
入
し
、
病
気
に
な
昨
一
が
ち
の
老

後
は
、
給
付
割
合
の
低
い
国
保
に

移
る
と
い
う
不
合
理
が
生
じ
る
こ

と
に
な
り
ま
ず
。

退
職
者
医
療
制
度
は
、
こ
の
不

合
理
か
少
し
で
も
解
消
し
よ
ラ
と

す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
国
保
に

は
孝
人
が
多
く
加
入
し
。
年
々
そ

の
医
療
費
の
負
担
が
増
え
、
国
保

財
政
が
厳
し
ぐ
な
っ
て
い
未
了
。

こ
の
た
め
、
退
職
者
医
療
制
度
該

当
者
の
医
療
費
を
国
保
か
昂
ぢ

離
し
、
本
人
が
支
払
ラ
保
険
料
と

会
社
な
ど
の
被
用
者
保
険
か
’
ｓ
ｍ

さ
れ
る
拠
出
金
に
よ
っ
て
次
印
な

い
、
国
保
の
負
担
の
増
加
を
緩
和

し
よ
フ
こ
す
る
も
の
で
す
。

な
い
人
。

退
職
被
保
険
者
の
条
件
と
な
る

主
な
年
金
制
度
は
次
の
と
お
り
で

す
。退

職
被
保
険
者
と
な
る
の
は
、

年
金
受
給
権
の
発
隼
し
た
日
で
す
。

受
給
権
が
発
牛
ず
る
と
本
人
あ

て
に
年
金
証
書
が
送
ら
れ
て
き
ま

す
。
年
金
証
書
夕
受
け
と
っ
た
ら
、

十
四
日
以
内
に
印
鑑
、
年
金
証
書
、

国
民
健
康
保
険
証
か
も
っ
て
市
役

所
保
険
年
金
課
へ
届
け
て
ぐ
だ
さ

い
。
な
お
、
公
費
医
療
負
桐
胴
度

（
六
十
五
感
万
一
（
十
刀
礪
ま
で
の

①
厚
生
年
金
保
険
法
②
恩

給
法
③
船
員
保
険
法
④
国
家

公
務
員
等
共
済
組
合
法
⑤
地

方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
⑥

私
立
学
校
職
員
共
済
鰻
眠

⑦
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済

鰻
包扶

養
家
族
に
な
る
人

退
職
被
保
険
者
の
扶
養
家
族
と

し
て
認
め
身
笛
人
は
、
退
職
被

保
険
者
の
直
系
尊
属
、
配
偶
者
（

内
縁
関
係
で
も
よ
い
）
お
よ
び
三

親
等
内
の
親
族
で
次
の
要
件
に
該

当
す
る
人
で
す
。

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、

退
職
被
保
険
者
と
筈
笞
異
に
し
、

主
に
退
職
被
保
険
者
の
収
入
に
よ

っ
て
忠
原
羅
持
し
て
い
今
人
。

た
だ
し
。
年
間
収
入
が
九
十
万
円

（
六
十
五
歳
以
上
の
人
と
、
厚
生

年
金
保
険
法
に
よ
る
障
害
年
金
の

受
給
要
件
に
該
当
す
る
程
度
の
障

害
者
は
百
四
十
万
円
）
以
上
の
人

は
、
扶
養
家
族
に
な
れ
ま
せ
ん
。

老
人
医
療
費
支
給
制
度
、
母
子
福

祉
医
療
制
度
な
ど
）
か
受
け
て
い

る
人
も
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象

と
な
り
未
了
。

ま
た
、
既
に
年
金
受
給
者
で
退

職
者
医
療
制
度
に
該
当
ず
る
と
思

わ
れ
る
人
に
つ
い
て
は
、
九
月
二

十
日
ご
ろ
に
「
退
職
被
保
険
者
等

該
当
通
沙
に
よ
り
連
絡
し
て
い

康
ｙ
が
、
通
知
の
な
い
人
で
、
こ

退職被保険者の扶養家族の範囲

の
制
度
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

人
や
、
扶
養
家
族
の
認
定
手
続
き

な
ど
の
保
険
年
金
課
で
の
受
け
付

け
は
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
窓

口
で
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
ｙ
。

退職者医療制度該当届け出の日程

月日 住所 必要書類等

9／25（刈六地蔵．木幡、五ヶ庄、菟這 印鑑・国民健康

保険ｍ・年金証

書（通算年金等

はすべての年金

証書）・扶養家族

の事実を証明す

る書類

9／2咽
宇治、明星町、琵琶台、折居台、神明．羽拍子町、

白川、志津川、東笠取、西笠取，池尾、二尾、炭山

9／27困横島町、小倉町、伊勢田町、安田町

9／28（1）開町、南陵町、広野町、大久保町（府営団地を含む）

退職者医療制度に間する届け出（14日以内に）

．言……こんなとき．－ 持参するもの

厚生年金保険や共済組合

などがら年余を受給した

とき，ｊｌｊ……，……

〇年金証書

〇国民健康保険証

〇印鑑
扶養家族の認定を受けよ

．うとする・とき…．・

………回て卜’ｇ………゛．｀‘，，，．‘；｀

〇退職被保険者等証明書

〇国民健康保険証

ｏ印鑑

〇扶養の事実を証明する書類

他市町村から転入してき、

■■¶ｊ・■なとき‥‥‥‥‥‥‥ｌ‘

〇転入証明書

〇印鑑

Ｏ年金証書

市内で住所が変わっだと

き．｀：‥‥‥プ‥‥‥

〇退職被保険者等証明書

〇国民健康保険証

〇印鑑
70歳になったとき；まだ

ほ死亡したとぎ・ビ

扶養家族の取り，消しをし

｀たとき匹卜ノ・

他市町村へ転出しだとき

．｀。‘ｙｌｆ．｀

ｏ退職被保険者等証明書

○国民健康保険証

〇印鑑・

〇転出証明書

会社の保険などに変わっ

たときぷ六二ト・

〇退職被保険者等証明書

ｏ国民健康保険証

ｏ印鑑

〇会社などの保険証

医
療
機
関
で
の

受
診
方
法

退
職
者
医
療
制
度
の
該
当
者
が

医
療
機
関
で
受
診
ず
る
場
合
は
、

必
ず
「
国
民
健
康
保
険
ぎ
と
該

当
者
に
交
付
す
る
「
退
職
者
医
療

制
度
証
明
書
」
ヽ
の
両
方
蔵
医
療

機
関
の
窓
口
へ
提
示
し
て
ｙ
だ
さ

い
。
そ
の
場
合
、
今
ま
で
三
割
の

一
部
負
担
缶
が
次
の
ぷ
つ
に
軽
減

さ
れ
ま
ず
。

○
退
職
被
保
険
者
本
人
：
入
院
。

外
来
と
も
二
割

○
扶
養
家
族
・
：
入
院
二
割
、
外
来

三
割

特
例
療
養
費

退
職
被
保
険
者
の
資
格
の
発
生

し
た
日
か
ら
年
金
証
書
の
受
給
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
な
ど
の
理
由

高額療養費も

10月1日から変わります

高
額
療
養
費
制
度
は
、
医
療

費
の
自
己
負
担
覗
が
一
つ
の
病

院
・
診
療
所
で
、
一
人
、
一
ヵ

月
に
五
万
一
千
円
（
住
民
税
非

課
税
世
帯
は
三
万
九
千
円
）
を

超
え
た
握
Ｒ
そ
の
超
え
た
額

を
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
し

て
い
ま
し
た
が
、
十
月
一
日
診

療
分
か
ら
家
計
の
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
次
の
ぷ
つ
に
改

正
さ
れ
求
了
。

○
非
課
税
世
帯
の
自
己
負
担
額

が
三
万
九
千
円
か
ら
三
万
円

に
よ
り
届
け
出
が
遅
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
ず
。

こ
の
た
め
、
退
職
被
保
険
者
等

証
明
書
の
交
付
舎
客
§
歪
で
に

一
般
の
国
保
の
被
保
偵
者
と
し
て

診
療
か
受
け
、
三
割
Ｑ
一
部
負
担

に
な
り
ま
し
鳥

○
一
ヵ
月
に
自
己
負
担
額
三
万

円
以
上
が
二
回
以
上
の
場
合

・
：
同
一
月
、
同
一
世
帯
に
医

療
費
の
自
己
負
担
額
が
三
万

円
（
非
課
税
世
帯
は
二
万
一

千
円
）
以
上
の
場
合
が
二
回

以
よ
あ
っ
た
と
き
、
そ
の
額

牽
倉
乙
『
五
万
一
千
円

（
非
課
税
世
帯
は
三
万
円
）

を
超
え
る
と
、
そ
の
超
え
た

額
を
高
額
療
養
費
と
し
て
支

給
し
ま
す
。

＠
年
間
の
高
額
療
養
費
の
支
給

が
四
回
以
上
の
場
合
・
：
十
二

ヵ
月
の
間
に
、
同
一
世
帯
で

高
額
療
養
費
の
支
給
を
四
回

以
上
ラ
け
た
場
合
、
四
回
目

か
ら
は
、
自
己
負
担
碩
が
三

万
円
（
非
課
税
世
帯
は
二
万

一
千
円
）
夕
超
え
る
と
、
そ

の
超
え
た
額
金
局
額
療
養
費

と
し
て
支
給
し
栄
ｙ
。

高
額
療
養
費
の
支
給
か
尋
～

よ
ラ
と
Ｔ
9
入
は
、
医
療
機
関

372

印
鑑
を
持
参
し
、
申
請
し
て
ぐ

だ
さ
い
。

た
だ
し
、
退
職
者
医
療
制
度

の
該
当
者
は
、
退
職
被
保
険
者

金
か
支
払
っ
た
場
合
、
世
帯
主
の

申
請
に
よ
り
、
そ
の
差
額
（
退
職

被
保
険
者
の
握
ほ
、
医
療
費
の

一
割
、
扶
養
家
族
は
入
院
の
握
に

一
割
）
が
特
例
療
養
費
と
し
て
、

害
払
い
戻
さ
れ
‘
’
チ
。

国
保
の
届
け
出

1
4
日
以
内
に

国
保
の
加
入
者
が
医
療
機
関
で

受
診
し
た
場
合
、
そ
の
医
療
費
の

七
割
（
退
職
者
医
療
制
度
該
当
者

を
除
ぐ
）
と
高
額
療
養
費
を
国
保

が
負
担
し
柔
す
。

そ
の
財
源
は
、
国
庫
補
助
と
皆

さ
ん
が
納
め
る
保
険
料
に
よ
っ
て

賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
保
険
料
が
納

付
さ
れ
な
い
と
国
保
の
運
営
は
で

き
な
ぐ
な
り
ま
す
。
決
め
ら
れ
た

保
険
料
を
期
日
ま
で
に
必
ず
納
め

る
ぷ
フ
に
し
ま
し
ょ
び
。

ま
た
、
保
険
料
は
被
保
険
者
に

な
っ
た
月
か
ら
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
被
保
険
者
に
な
っ
た

月
と
は
、
加
入
の
届
け
出
を
し
た

と
見
ぶ
で
は
な
ぐ
、
職
場
の
健

康
侯
緊
お
ゐ
た
と
章
や
、
他
の

市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た
日
で

す
。
加
入
の
届
け
出
は
、
こ
れ
ら

の
日
か
ら
千
四
日
以
内
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
届
け
出
が
遅

れ
る
と
、
保
険
料
は
被
保
険
者
に

な
っ
た
時
ま
忿
堆
上
っ
て
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
医
療
の

給
付
は
保
険
証
か
剪
付
さ
れ
た
日

か
ら
し
か
驀
Ｋ
れ
な
ぐ
な
り
ま

す
。
お
問
い
＜
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｃ
＾
ｐ
ｉ
は
保
険
年
金

課
へ
。

（
保
険
年
金
課
）

届
け
出
受
け
付
け

対
象
と
な
る
人

制
度
の
あ
ら
ま
し
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